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五
月
十
七
日
、
南
丹
市
国
際
交

流
会
館
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

南
丹
船
井
自
衛
消
防
隊
連
絡
協
議

会
の
設
立
十
周
年
記
念
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
協
議
会
で
は
、

地
域
の
事
業
所
、
自
治
体
、
消
防

な
ど
と
連
携
協
力
し
、
初
期
消
火

訓
練
や
救
急
救
命
講
習
な
ど
地
域

防
災
の
活
動
を
積
極
的
に
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
藤
田
正
義
会
長
が

「
軈
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
軋

に
寄
与
す
べ
く
活
動
を
展
開
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
、

協
議
会
活
動
の
発
展
が
誓
わ
れ
ま

し
た
。

南
丹
土
木
事
務
所
が
、
南
丹
市

八
木
町
内
で
進
め
て
い
る
第
二
大

堰
橋
の
下
部
工
事
が
完
成
し
ま
し

た
。
第
二
大
堰
橋
は
、
国
道
四
七

七
号
バ
イ
パ
ス
「
西
田
大
藪
道
路
」

の
新
設
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
八
木
町
西
田
地
区

と
大
藪
地
区
を
隔
て
る
桂
川
を
横

過
す
る
た
め
建
設
さ
れ
て
お
り
、

完
成
す
る
と
橋
長
は
約
一
四
九
誡

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
京
都
縦
貫

自
動
車
道
「
八
木
Ｉ
Ｃ
」
と
連
絡

す
る
路
線
と
な
る
こ
と
か
ら
、
歩

行
者
の
往
来
が
激
し
い
商
店
街
の

交
通
量
を
軽
減
さ
せ
、
交
通
安
全

の
向
上
も
図
ら
れ
ま
す
。

五
月
二
十
四
日
、
南
丹
市
に
お

け
る
行
政
改
革
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
第
一
回
会
議
が
本
庁
、
支
所

職
員
二
十
人
が
出
席
し
行
わ
れ
ま

し
た
。

開
会
に
あ
た
り
佐
々
木
市
長
が

「
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟

な
発
想
に
よ
る
改
革
を
行
い
た
い
」

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
意
気

込
み
を
述
べ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、

合
併
し
て
か
ら
の
問
題
点
な
ど
多

く
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
七
月
末
を
目
標
に
改
革

案
を
完
成
さ
せ
て
い
き
、
十
二
月

に
公
表
で
き
る
よ
う
ま
と
め
ら
れ

る
予
定
で
す
。

南
丹
市
発
足
後
初
の
子
宝
祝
い

金
支
給
認
定
式
が
各
支
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
南
丹
市
で
は
、
市
内

に
三
年
以
上
居
住
し
て
い
る
市
民

に
、
第
一
子
が
生
ま
れ
る
と
五
万

円
、
第
二
子
に
十
万
円
、
第
三
子

以
降
に
三
十
万
円
を
支
給
す
る

「
子
宝
祝
い
金
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
二
月
ま
で
に
生
ま
れ
た

新
生
児
二
十
五
人
の
保
護
者
か
ら

手
当
の
申
請
が
あ
り
、
子
宝
祝
い

金
支
給
認
定
書
と
子
宝
祝
い
金
が

各
支
所
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
養
育
費
支
援
と
し
て
毎

月
支
給
さ
れ
る
、
す
こ
や
か
手
当

の
認
定
書
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

南丹市の行政改革がスタートしました

完成した第二大堰橋の下部工事

各支所で行われた認定書の交付

連携の強化を誓った出席者

南
丹
市
の

行
政
改
革
を
進
め
る

第
二
大
堰
橋

橋
梁
下
部
工
が
完
成

安
全
で
住
み
良
い

街
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

子宝祝い金の認定式


